
本号の編集にあたって
昨今，我が国建設業の海外建設事業の受注高は，東南アジア諸国を中心とした旺盛なインフラ

整備による市場拡大を背景に，高水準で推移しています。海外建設事業を進める上では，海外特

有の様々なリスクを考慮し，更には，その国の独自，あるいは標準と定める基準・規格に準拠す

る必要があります。一方で，国際社会における基準・規格は，ISO（国際標準化規格），Euro-
code（欧州規格）などが広く普及しており，国内基準に慣れた日本企業の中には，戸惑いが生

じることもあります。国内基準・規格の国際標準化は，グローバル市場への進出のしやすさに繋

がります。

これを受けて，昨年には JIS 法を改正するなど，国家基準である JIS の国際標準化を促進して

います。地盤工学会としても，室内土質試験や地盤調査に関する基準が策定されている中で，国

際的な視点からニーズを見極め，国際標準化に向けた様々な取り組みが進められています。学会

が長年に渡って培ってきた経験や高い技術力を世界に発信し，今後世界に貢献し続けていくため

にも，引き続き学会基準の整備を実施し，国際標準化に向けた戦略的な取り組みが必要不可欠か

と思います。

以上の背景を踏まえ，本号では「地盤工学会基準と国際標準」と題して，特集をいたしました。

総説では，地盤工学に関わる技術基準・規格の現状と課題，今後の展望や地盤工学会基準と国

際標準をめぐる動向について詳説して頂きました。論説及び報告では，地盤工学会基準である

「地盤材料試験の方法と解説」，「地盤調査の方法と解説」に関する現状と今後の動向や ISO 活動

に関する執筆をはじめ，ジオシンセティックスと地盤改良に関わる国内外の基準の紹介，学会基

準の英訳化と地盤工学用語の制定に関する報告についても，執筆して頂きました。

本特集号が，読者の皆様にとって有益なものになることを願っております。

小 林 陵 平（こばやし りょうへい)

地盤工学会のホームページ URL https://www.jiban.or.jp/

国際地盤工学会ホームページ http://www.issmge.org/
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